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令和５年１１月１４日 
学 校 健 康 推 進 課 

 
川崎市で判明した学校給食での豚肉の産地偽装に伴う区の対応について 

 
１．主旨 
  令和５年１０月３１日、川崎市において、学校給食にて神奈川県内の豚肉加工業者

が外国産の豚肉を国内産と偽って納入していたことが判明した、との報道発表があっ

た。 
このことを受けて、世田谷区教育委員会では区立小・中学校の学校給食における当

該加工業者からの納入実績の有無について、世田谷区立小・中学校給食用物資納入事

業者でもある本件関連の食材納品業者に確認したところ、川崎市で産地偽装された豚

肉が納入されたのと同日（令和５年９月１１日）に、一部の区立中学校において川崎市

に納入されたものと同じ規格の豚肉が納入されていたことが確認された。 
区立小・中学校における当該加工業者にかかる学校給食用物資の納入状況及び区教

育委員会の対応について報告する。 
 

２．川崎市の豚肉の産地偽装の概要について 
  別紙、１０月３１日付川崎市報道発表資料「学校給食で使用した豚肉を加工業者が

外国産を国内産だと偽って（産地偽装）納入した件について」のとおり（３～４ペー

ジ参照） 
 
３．本区の学校給食への納入状況について 
  令和５年４月から１０月２０日までに、本件関連の食材納品業者を通じて、区立小

学校６校、区立中学校５校、太子堂調理場に、当該加工業者の豚肉、豚レバー、ハム・

ベーコンが納入されていた。（１１月６日時点） 
  なお、外国産の混入の有無については、現在のところ不明。 
  また、川崎市の報道によると、混入された外国産の豚肉は、一般に流通する輸入品

と同じ製品であり、安全性には問題ないことが確認されている。 
   
４．区教育委員会の対応について 
（１）給食用物資納入事業者への注意喚起及び調査 

区教育委員会では、学校給食用食材について規格を限定しており、豚肉を含む肉

類及び青果は国産としている。再発防止に向け、全ての世田谷区立小・中学校給食

用物資納入事業者に、当面の間、当該加工業者からの物資の調達を行わないこと、

区の給食用物資の納入・規格基準の遵守を徹底することのほか、今後当該加工業者

との取引の有無や区立小・中学校への納入実績の有無について調査する旨を１１月

２日に文書にて周知した。 
（２）学校への周知 

各学校が食材を発注する際には、当該加工業者の商品ではないことを確認するこ

と、食材を検収する際には、製造・販売業者・納入業者名、品質等の確認を徹底する

よう１１月２日に文書にて周知した。 
（３）東京都からの通知への対応 

東京都教育庁より１１月２日付で当該加工食品の納入実績の有無についての確認



2 

 
依頼があったため、一部の小・中学校及び太子堂調理場に納入実績ありと報告した。 
また、国が定める学校給食衛生管理基準に基づき各学校で保存している保存食の

中で、保存期間（２週間以上）を過ぎた「肉」「肉加工品」がある場合は保存を継続

するよう依頼もあったため、各学校へ保存の継続を指示した。 
 

５．今後の対応について 
  川崎市で判明した事案に関する警察による捜査結果や東京都及び他自治体の対応の

動向などを踏まえ、適切に対応していく。 
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